
 

 

令和５年度 神奈川県立高津支援学校 学校評価報告書（実施結果） 

 

 
視点 

４年間の目標 
１年間の目標 

取 組 の 内 容 校 内 評 価 学校関係者評価 総合評価（３月 27 日実施） 

（令和２年度策定） 具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 （２月 29 日実施） 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 

学習指導 

自立と社会参
加をめざし、
ライフステー
ジを見据えた
キャリア教育
の充実を図る
た め 、 系 統
的、発展的な
教育課程を編
成する。 

①個別教育計画
と「たかつ教
育内容系統
表」をリンク
させたカリキ
ュラム・マネ
ジメントを推
進する。 

 
 
②キャリア教育 

の視点を持
ち、授業改
善と指導力
向 上 を 図
る。 

①個別教育計画を活用
し、自立と社会参加の
視点で育てたい力を明
確に、社会生活の広が
りをめざした教育活動
に取り組む。 
 
 
 
 

②「校内人財バンク「サ 
ポートシステム「た 
かつ教育内容表」等 
より活用しやすいシ 
ステムを構築する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
     

①将来を見据え、
育てたい力を明
確にした教育活
動に取り組むこ
とができたか。 

 
 
 
 
 
②さまざまな仕組
みを活用し、授
業改善と指導力
向上を図ること
ができたか。 

①「たかつ教育内容
系統表」の理科と
社会の内容を追加
した。 
個別教育計画で教
科の評価を確実に
行うために書式の
変更を行った。 

 
 
②「校内人財バン
ク」やボランティ
ア等を活用し、指
導内容をより充実
させ授業に活かす
ことができた。 

 
 
 

①「たかつ教育内
容系統表」をも
とに教育課程を
よりバージョン
アップする。 

 
 
 
 
 
②「サポートシス
テム」の利用件
数が少ない。今
後の積極的な活
用に向けては工
夫が必要であ
る。 

 

【学校評価部会】 
「たかつ教育内容系統
表」と個別教育計画と
リンクさせただけでは
なく、公開授業研究会
で公表したことは素晴
らしい。 
 
【保護者アンケート】 
学校は児童・生徒の特
性やニーズを把握でき
ていたか→4点満点
3.60（前年度比 0.09
↑） 
 

①各教科のねらいを
明確にするために
「たかつ教育内容
系統表」を活用
し、授業改善に取
り組んだ。保護者
とともに個別教育
計画の活用をより
進める。 

 
②教員の他学部体験
は５回実施した。 
放課後や長期休業
期間中を利用し
て、学部ごとの学
習会を合計 18 回開
催した。会計年度
職員や勤務時間の
短い教員の参加の
仕方については検
討を要する。 

 
 

①「たかつ教育
内容系統表」
のアップデー
トを進めると
ともに、系統
的、発展的な
教育課程を編
成する。 

 
 
②「校内人財バ 

ンク」や「サ 
ポートシステ 
ム」の活用の 
ためのシステ 
ムづくりを進 
め、オンライ 
ンも活用しな 
がら授業力と 
専門性の向上 
を図る。 

 

２ 
児童・生徒 

指導・支援 

児童・生徒一
人ひとりの個
性を尊重し、
教育的ニーズ
に 応 じ た 指
導・支援を全
職員で組織的
に実践する。 

①児童・生徒の
ニーズに応じ
た教材研究や
教材の共有を
図る。 

 
 
 
 
 
 
②エビデンスに 
基づくアセ 
スメントスキ 
ルの向上を図 
り、児童・生 
徒一人ひとり 
のニーズに応 
じた指導・支 
援を行う。 

①教材室や校内サーバの
環境整備を行い、職員
間で教材を共有する仕
組みを構築する。     

 
 
 
 
 
 
 
②予防的ケース会や学習 

会等を活用し、児 
童・生徒のニーズと 
課題把握を行い、組 
織的に支援方法を充 
実させる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①教材の共有やデ
ータを活用する
仕組みを構築す
ることができた
か。 

 
 
 
 
 
 
②児童・生徒一人
ひとりのニーズ
に応じて、組織
的に支援する体
制づくりができ
たか。 

①教材やデータの点
検・環境整備につ
いては、係が点検
したり整理整頓を
したりするなどし
たが、定着するに
は至らなかった。 

 
 
 
 
②相談支援係、他ク
ラスや他学年とと
もに課題の解決に
努め、指導方法に
ついて検討した。
また、担任、看護
師と連携し、安全
に医療的ケアを実
施することができ
た。 

 

①長期休業期中
に、教室内や教
材室等の整理や
UD 化を行う。校
内の掲示板（web
上）における教
材や成果物 等
の活用もより推
進する。 
 
 

②予防的ケース会を
行い、自立活動教
諭（専門職）を活
用することで、課
題解決や未然防止
につなげることが
できた。継続して
取り組む。 

 

【学校評価部会】 
コロナ後はコロナ前に
戻るのではなく、大事
なのは児童・生徒にど
ういう学びをさせたい
か、ということであ
る。児童・生徒の学び
について考え直してほ
しい。 
 
【保護者アンケート】 
学校は児童・生徒にと
ってわかりやすく学び
やすい環境となってい
たか→4点満点 3.69
（前年度比 0.16↑） 
 

① 倉庫内の物品の整
理および情報機器
等が置かれた場所
を新たに相談室と
して設置した。 
各教室や校内サー
バの整理整頓・整
備は今後も継続し
て取組む必要があ
る。 
 

②学習会や教材の共
有をすることで教
員のアセスメント
スキルは徐々に高
まり、有効な指
導・支援につなげ
ることができた。
今後も継続して取
組む必要がある。 

 

①校内サーバ・掲
示板のデータの
整理・仕組みづ
くりを行う。 
図書室（スペー
ス）の整備を進
める。 
 
 
 
 

②ケース会や学
習会の内容に
ついてより多
くの教職員が
共有し、今後
の支援・指導
に活用できる
ようにする。 



  

３ 
進路指導・ 

支援 

自立と社会参
加する上で必
要な力を育成
するため、本
人のニーズや
適性に応じた
「キャリア教
育の推進」の
ための進路指
導・支援を実
践する。 

①卒業後の生活
を見据えた指
導内容を構築
する。 

   
   
 
 
 
 
②児童・生徒の
発達段階に応
じて、保護者
が理解しやす
い情報発信を 

 する。 
 
 
 
 

①系統表のバージョンア
ップを通してアセスメ
ントや評価 の方法を
検討し、児童・生徒の
発達段階に応じた指
導・支援を行う。 
     
 
 
 

②懇談会や進路学習会等 
において、保護者の 
キャリア教育に対す 
る理解を深める。        

①児童・生徒の実
態に即したキャ
リア教育の実践
ができたか。 

 
 
 
 
 
 
②キャリア教育に
関する適切な情
報提供ができた
か。 

① 保護者懇談会で 
進路学習会を開催 
した。また、進路
懇談会を学部ごと
に実施し、小中高
それぞれの段階で
取り組めること等
の共通理解に努め
た。 
 

②外部講師を招き、
現地とオンライン
とのハイブリッド
で PTA 主催の進路
講演会を開催し
た。 

① 校 内 研 究 と し
て、高等部学習
指導要領から高
等部の系統表作
成 に 取 り 組 ん
だ。次年度以降
に活用する予定
である。 

 
 
② 保護者への適切

な情報提供を図
る上で、教員間
の視点を揃える
ことに、より一
力を入れる。ま
た、発達段階に
応じたニーズの
把握と伝えるべ
き内容につい
て、係と学部間
の整理を継続す
る。 

【学校評価部会】 
保護者に情報がしっか
り伝わる周知をしてほ
しい。 
保護者や委員や「でき
るか」とはお願いした
い、という意味。ぜひ
検討してほしい。 
 
【保護者アンケート】 
学校は児童・生徒や保
護者に向けて、進路に
ついての情報を十分に
お知らせしていたか→
4点満点 3.35（前年度
比 0.06↓） 
 

①保護者懇談会や進
路懇談会を実施し
社会情勢を踏まえ
情報提供をした
が、幅広いニーズ
に合致する内容と
しては難しかっ
た。 

 
 
②保護者や地域のニ
ーズに応じて、学
校ホームページ、
学校だより、保護
者お知らせ等によ
り情報提供をし
た。 
保護者が求める情
報提供量としては
不足しているの
で、改善策を講じ
る必要がある。 

①キャリア発達
の視点で保護
者と情報共有
し根拠のある
指導・支援を
行う。アセス
メントスキル
の向上を図
る。 

 
②学校ホームペ
ージや通信等
を活用し、小
学部段階から
の保護者の見
学（校内実習
や事業所）の
会や学習会等
を計画、実施
する。 

 
 

４ 
地域等との 

協働 

共生社会の実
現をめざし、
地域の学校へ
の支援に組織
的に取り組む
とともに、コ
ミュニティス
クールを活用
した地域と連
携した学校づ
くりを行う。 

①地域を学習の
場として活用 
し、地域と
連携した取
組を充実さ
せる。 

 
 
 
 
②共生社会の実 

現 に 向 け
て、地域に
おける障害
理解を深め
る。 

①繋がりのある団体等と
の活動をより一層充実
させ、地域との連携を
強化する。 

 
 
 
 
 

 
②積極的に地域資源を活 

用し、児童・生徒の 
活動を地域に発信す 
る取組を行う。 
 
 
       

①施設開放団体、
社 会 福 祉 協 議
会、地域商店街
等との協働がで
きたか。 

 
 
 
 
 
②地域資源を活用
した取組を地域
に発信すること
ができたか。 

①地域の諸団体及び商店
街等と連携し、「秋の
遊び場」を共催した。
模擬店では、児童・生
徒と近隣店舗とのコラ
ボメニューを販売する
など、相互理解を促進
した。 

 
 
②多摩高校文化祭内で作
品展示を実施した。全
学部の児童・生徒が制
作に携わったしおりを
地域商店街で配架し
た。 

①共生社会の実現を見
据えた地域イベント
として、持続・発展
していける運営体制
等を、関係団体と整
理したい。 

 
 
 
 
②本校の取組みを地域
に発信するよい機会
になった。 

 

【学校評価部会】 
「学習発表会」は、体
育館だけではなく校舎
内をフル活用できると
よい。「たかつマルシ
ェ」については地域に
開かれるとよい。内部
だけではもったいな
い。 
 
【保護者アンケート】
学校は児童生徒にとっ
て適切な交流活動をお
こなっていたか→4点
満点 3.48（前年度比
0.14↑） 

①地域の商店街との
連携、近隣の老人
ホームや小中学校
の清掃活動等によ
り、地域との連携
を深めることがで
きた。今後も継続
した取組が必要で
ある。 

 
②年４回の施設開放
調整会を実施し、
施設開放を積極的
に進めた。 
保護者や地域の方
の来校回数は大幅
に増えた。 
 

①イベントの開
催については
目的を明確に
し、保護者や
地域への周知
方法について
検討を進め
る。 

 
 
②コミュニティ
スクール等を
活用し、地域
とのつながり
を持続するた
めの工夫を続
けていく。 

 

５ 
学校管理 

学校運営 

・児童生徒が
安心して過
ごせる教育
環境の整備
と危機管理
体制を構築
する。 

・子どもたち
と向き合う
時間を確保
す る た め
に、効果的
な教育活動
を行い、教
員の働き方
改革を推進
する。 

①児童・生徒の 
 安全と健康を 
守るための環 
境を整え、防 
災教育・防災 
対策の充実を 
図る。 

 
 
 
 
 
②効果的な教育 

活動を推進
す る た め
に、業務内
容の精選と
効率化を図
る。 
 
 

①社会情勢やガイドラ 
イン等を踏まえ、校 
内のマニュアルの整 
備・更新を行い、危 
機管理に努める。 

 
            

 
 
 
 
 
②業務・会議の見直しと
Teams の積極的な運用
を進め、職員が意欲的
に働ける環境整備を進
める。             

①危機管理体制を
整え、防災教育
や防災対策に取
り組むことがで
きたか。 

 
 
 
 
 
 
 
②業務の精選と効
率化を図ること
ができたか。 

①水泳指導の再開に
あたり、プール管
理及び水泳指導要
項を改訂した。ま
た、校内の安全管
理マニュアルを集
約し危機管理マニ
ュアルを策定した 

 
 
 
 
②チャットグループ
を活用し、教員間
の連絡・情報共有
を円滑に行った。 
分教室と小学部の
年間授業時数を検
証し、教育課程を
変更した。 

① マニュアルの更
新を随時行い、
実践的な活用に
つなげる。参加
者がより主体的
に動けるよう、
訓練内容の更な
る工夫と予算の
確保が必要であ
る。 
 
 

②デジタルとアナ
ログのそれぞれ
の 利 点 を 活 か
し、効率的に業
務を遂行し、児
童・生徒との時
間を確保する。 

【学校評価部会】 
防災宿泊学習は非常に
良い取り組みだが、教
員だけでは大変。地域
の方や企業も協力でき
るとよい。 
教員の負担増は心配な
ので、外部の力を借り
ることも大切である。 
 
【保護者アンケート】
学校の教育環境（施設
設備等）について、安
心できる体制づくりが
できたか→4点満点
3.20（前年度比 0.06
↑） 

①防災宿泊体験・水
泳学習は、経験の
ない教員が増えイ
メージが持ちづら
かったが、安全に
実施できた。日常
的に常に危機管理
を意識した取組や
訓練の事前・事後
学習の充実を図る
必要がある。 
 

②会議の精選・効率
化をより進め、教
員がやりがいをも
って効率よくプロ
セスを楽しみなが
ら働ける方策を講
じる必要がある。 

①マニュアルを
随時見直し、
地域と連携し
ながら指導・
支援内容をよ
り充実させる
取 組 を 進 め
る。 

 
 
 
 
②児童・生徒が安
心して学べるた
めの環境整備及
び校務の整理
と、地域と連携
した危機管理体
制の見直しを行
う。 


